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参加型農村調査（ＰＲＡ：Participatory Rural Appraisal）

参加型農村調査は、地域住民自身が自分たちの知識や技術を重視し、住民自身が情報を収集し

て、住民が置かれている状況を分析、評価し、計画・立案、また外部者は推進者として支援する

参加型の調査手法である。参加型農村調査の特徴として、住民自らが情報を収集し、それを住民

同士あるいは外部者と共有して分析を行うことがあげられる。そのための手法として、グループ

による議論を通しての分析、地図やモデル、図形などの視覚的な手法による分析、順位づけなど

による比較による分析を重視している。参加型農村調査を行うにはある程度の時間を必要とする

ほか、住民が調査を実施するための推進者が必要になる。場合によっては言語が障害になること

もあるため、このような調査手法に経験を持つＮＧＯなどの協力を得る必要が生じる場合がある。

以下具体的な参加型農村調査の手法について述べる。

「参加型農村調査の手法」の解説

1） 聞き取りとグループによる議論

迅速調査の手法と同様に、地域の事情に詳しい中心的な被調査者に聞き取りを行い、情報

を収集する。チェックリストを使って半指示的聞き取り（semi-structured interview）を行う

が、自由な聞き取りも行い、住民の知識や考え方などより詳しい情報を収集する。同質的な

社会階層の集団や女性グループなどの聞き取りとグループでの議論を通しての情報の収集と

各グループの特徴を把握する。

2） 参加型の資源地図、社会地図

参加型の地図は、非識字者も参加できるように石、種子、棒などをシンボルに使って紙（時

には地面）の上に作成される。天然資源や社会関係、人口、土地利用などが地図として表され

る。参加型の地図は様々なテーマに基づいて資源地図や社会地図として描くことができる。

このような参加型地図は社会階層やジェンダーによって異なる地図が描かれることがあり、

様々な視点から描かれた地図を分析することが貧困層やジェンダーの側面を配慮するうえで

必要になる。またこのような地図を描く過程で、地域社会の中心的な被調査者が誰かという

ことを確認することができる。

① 資源地図（Resource Mapping）

資源地図は村や地域に存在する天然資源を示すもので、いくつかの資源地図を描くこと

ができる。資源地図の中には次のようなタイプがある。

a） 天然資源の目録を土地の利用形態によって示す地図：天然資源の開発の優先度を議論

する時に有用となる。
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b） 資源の現在の状況を示す地図：壊れた水槽や涸れた井戸、土壌浸食を受けた箇所、乱

伐された森林、塩害を受けた土地など地域で問題となっている資源を地図で示す。問

題となっている資源を示し、議論を喚起させる。

c） 資源の利用状況を示す地図：涸れた井戸や水の豊かな井戸の位置を示す水源の地図や、

灌漑施設の利用状況を示す地図など、資源の利用状況を示す。

d） 地域の土地の高低差による特徴を示す地図：高地、中位部、低地など土地の特徴を示

す。

e） 資源の量と範囲を示す地図：荒れ地の範囲、小規模灌漑地の範囲、共有地の木の数な

どを示す。

f） 資源の利用者を示す地図：共有井戸、共有林、貯水池などの位置と利用者を示す。

② 社会地図（Social Mapping）

社会地図は、地域社会で住居がどのように分布し、どの階層、集団に属しているかを地

図で示すものである。また資源地図と関連させて家族がどのような資産を持っているか、

どのような資源に接近することができるかを示す。社会ネットワーク地図として親族など

の血縁集団とどのような関係にあるかを示す地図もある。

3） 組織図（Institutional Diagram）

地域社会の組織をその重要性に応じた円で表し、組織間の関係を円の重なり具合で示して

地域社会の組織間の関係、更には外部の組織との関係を表す組織図を作成する。ベン図式

（Venn Diagram）あるいはチャパティ図式（Chapathi Diagram）とも呼ばれる。

4） 横断図（Transects）の作成

横断図は物理的な環境と人間の活動の関係を空間と時間を通して示すものである。住民が

村や地域を歩き、その植生や農業生態系を地形的な変化に応じて作成する。横断図は農業に

おける問題や機械を把握することを目的として作成する。また過去何十年かにさかのぼって

歴史的な横断図を描くことにより、地域の植生や農業生態系、土地利用の変化などを追うこ

ともできる。

5） 季節カレンダー（Seasonal Calendar）

季節カレンダーは、季節による雨量の変化など天候の変化や農業労働などの活動の変化、

食糧などの供給の変化を示すものである。目的によってどのような要素がカレンダーに含ま

れるか異なってくるが、人や家畜や穀物の病気が発生する時期、食糧の不足と余剰時期、家
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畜飼料の不足と余剰時期、自給作物と販売用作物の栽培活動、家畜の飼育、水量及び雨量、宗

教的・文化的行事、人の流入・流出、家計の出費、等の要素が含まれる。またジェンダーに

より異なるカレンダーが描かれ、責任分担の違いが把握できたり、異なる階層や生態系に

よっても異なるカレンダーが描かれ、グループによる特徴が示されることになる。

6） 好みの順位づけ（Preference Ranking）

樹種や作物の種類、土壌保全の手法、土地利用など農業生産に関する住民の好み、消費や

雇用に関する住民の好みを住民自身の基準によって順位づけしてもらい、マトリックスの上

に順位づけされた住民の好みを描いていく。これによって住民の嗜好を把握することができ

る。

7） 豊かさの順位づけ（Wealth Ranking）

社会地図や各家庭に関する情報を通して各家庭や集団を富や豊かさによって順位づけし、

地域社会の社会構造を把握する。これにより地域社会の貧困層を把握することができる。ま

た地域住民が何を基準に順位づけをするかによって、地域社会における富や豊かさの指標が

何であるかを把握することができる。

8） 歴史分析（Historical Changes）

地域社会の長老への聞き取りやグループでの議論の中から地域社会がどのような出来事（旱

魃や疫病など）を経験してきたか、地域社会の歴史のプロファイルを描く。これにより地域社

会の脆弱性を把握するとともに、危機的な状況にどのように対処してきたか、そしてそのた

めにどのような組織や人物が中心的な役割を果たしてきたかを把握することができる。

出典：Robert Chambers, Arnold Pacey and Ann Thropp, 1989.

Robert Chambers, 1994.

Rachel Slocum, Lori Wichhart, Dianne Rocheleau and Barbara Thomas Slayter,1995.

Nici Nelson and Susan Wright 1995.

参加型農村調査と迅速調査をその開発された時期や問題の把握の仕方などにおいて比較す

ると以下のとおりである。
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迅速調査と参加型農村調査の比較

項　　目 迅速調査 参加型農村調査
1.主に手法が開発された時期 1970年代末、1980年代 1980年代末、1990年代

2.主な手法の開発者 大学 ＮＧＯ

3.主な利用者 援助機関、大学 ＮＧＯ、政府の出先機関

4.新たに加えられた開発の源泉 地域住民の在来知識・技術 地域住民の能力（capability）

5.主な革新 調査手法の開発 参加者（外部者、地域住民）の

態度（behavior）の変化

6.目的 情報収集、事前評価 能力開発（empowerment））

7.外部者の住民への関与の仕方 住民から情報を引き出す 住民自身の活動を手助けする

8.住民の位置づけ 情報提供者 分析・計画・立案・実施・評価の

主体

9.活動主体 外部者 地域住民

10.手法の特徴 言語的（聞き取り、討論など） 視覚的（マッピング、モデリング、

ダイヤグラム、行列など）

11.問題の把握の仕方 外部者の知識・認識・体系、分類、 内部者の知識・認識・体系、分類、

世界観に基づく 世界観に基づく

12.主な対象地域 農村 都市をも含む

13.長期的な成果 開発計画、プロジェクト、報告書 持続的な地域活動、

住民組織の形成

出典："Whose reality counts?", Robert Cambers

参加型農村調査の事例として、1997年のＪＩＣＡの開発調査案件「ケニア山麓灌漑園芸農

業開発計画」において実施された例を示す。この時は地域により民族と言語が異なったため現

地再委託により行われたが、その時使用されたＴＯＲも添付する。開発調査の目的が灌漑園

芸農業の拡大にあったため、調査対象となった地域住民は、既存水利組合の役員及び構成員

である。調査に先立って、対象となる水利組合の幹部に調査の趣旨と実施工程を説明、当日

会場に集まる構成員の選定を依頼した。
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ケニア農村調査票（参加型農村調査－ＰＲＡ－の事例）

業　務　名：ケニア国、ケニア山麓灌漑園芸農業開発調査（ＪＩＣＡ）

実施時期：平成 10年２月～平成 11年３月

ＰＲＡの実施

フィージビリティ・スタディの調査地区４か所における参加型農村調査（participatory rural

appraisal：ＰＲＡ）は、地区によって民族と言語が異なるため、再委託により行った。参加型農

村調査の準備から実施まで一か所当たり約一週間を要した。住民代表者への趣旨説明、参加する

住民の選抜、実施会場の設定などの準備段階を経て、調査当日は、女性、老人、若者の３グルー

プに分かれて、それぞれのグループで「日常生活のパターン」、「女性と男性の役割分担」、「地区の

問題点」と「改善すべき点」などについて、それぞれの立場から意見を出し、討論が行われ、資源

地図なども作成された。この調査は、このようにして出てきた意見すべてを課題別に用紙に記入

し、その後各グループの代表者が全員の前で討議の内容を説明し、意見を交換して、各内容に全

員の合意を得る方法で進められた。このような過程を経て、地区における問題点、実施すべきプ

ロジェクトの内容などが集約され、取りまとめられて行った。

４地区いずれにおいても要望が高かったのは、灌漑用水と飲料水の安定供給であった。地域が

不安定な天水に依存した農業に支配されていることを考慮すると、学校や病院の整備を抑えて

「水」が要望の第１番に来たのは当然の帰結といえる。本参加型農村調査を通じて、解決すべき問

題点の１番目は貧困であることが皆に意識されており、同じ貧困でもその水準を図る尺度が地区

にあること、農家の流通業者などに対する不信が根深いこと、個人主義的な農家もいることなど

が明らかになっていった。

本参加型農村調査により、灌漑園芸農業を通じて農家所得を向上させ、貧困緩和を図ることが

地域のめざすべき方向と結論づけられた。しかし、山間地のため大面積を受益とする効率的な灌

漑施設の整備は困難であるため、小規模施設を整備し、組織化した農民グループで維持管理して

いく計画とした。

既存調査及び本調査を通じて、灌漑施設整備費の償還と水利費の徴収、生産物の流通改善が本

事業の成功を左右する重要な鍵であることが明らかとなったため、農家経済分析では、所得、家

計費調査に重点を置き、調査・検討を進めた。検討の結果、４地区の農家経済の水準に応じた返

済計画と適切な水利費、流通面では農家の個別取引から組織による取引への転換を提案し、さら

に農民組織強化のため、灌漑用水を管理、施設を維持する水利組合と、農産物の流通も扱う農業

協同組合的な機能を併せもつ農民の組織化を提案した。





























添付資料－２

国内で入手可能な統計書・文献
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ホームページ一覧

（A） 国際協力関係組織

1. アジア経済研究所

www.ide.go.jp

2. 農林水産省農業総合研究所

www.nriae.affrc.go.jp

3. ＦＡＯ

www.fao.org

4. 世界銀行

www.worldbank.org

5. 社団法人国際農林業協力協会（ＡＩＣＡＦ）

www.aicaf.or.jp

6. 国際農林水産業研究センター（ＪＩＲＣＡＳ）

ss.jircas.affrc.go.jp

（B） 国際機関などの国別援助計画・援助政策

7. ＩＭＦの Policy Framework Paper（ＩＭＦの Member Country Publications）

http://www.imf.org/external/np/loi/mempub.htm

ＩＭＦ・世銀が当該国と共同で作成した、Policy Framework Paperや、経済構造改革に関

しＩＭＦと当該国が取り交わした協定文書などが閲覧できる。

特に、Policy Framework Paperは、ＩＭＦがホームページで公開しているので、当該国の

担当者やこれから調査に出かける人にとっては常識として知っておくべき事項といえる。

8. アジア開発銀行の国別援助計画（アジア開発銀行の Country Assistance Plans）

http://www.adb.org/Work/Country/Assistance_Plans/caps.asp

アジア開発銀行の国別援助計画が公開されている。組織の性格上、アジアの国だけである

が、国別計画等を作成する際には参考になる。特に、アジア一部、二部の人には必見のサイ
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トである。

目的の国のファイルをダウンロードして見るが、Acrobat Readerという無料ソフトが必要

である。

＜ Acrobat Reader 4.0の入手方法＞

◎本部・国内機関

1. Macintosh機で、「セレクタ」から、「Macintosh File Server」にゲストで接続する。

2. 「Help Desk」フォルダのなかから、「Adobe Acrobat Reader 4.0」フォルダを開き、

「Japanese Reader Installer」をご自分の端末にコピーする。

◎在外事務所

アドビ・システムズ社ホームページに直接アクセスする。

＜ http://www.adobe.co.jp/product/acrobat/readstep2.html#reader＞

「Adobe Acrobat Reader 3.0J」を使用している方は、場合によって、画像を開けないケー

スがあるため「Adobe Acrobat Reader 4.0」にバージョンアップすることをお勧めする。

（C） 国際機関などの国別情報

9. 外務省の国別情報

http://www.mofa.go.jp/mofaj/world/kankei/

国別の情報を日本語で読めるサイトである。

10. ＵＳＡＩＤの国・地域情報

http://www.info.usaid.gov/site_index.html

ＵＳＡＩＤの国・地域情報で、議会報告書などに、国のセクター情報が載っている。

11. ＣＩＡの国別情報

http://www.odci.gov/cia/publications/factbook/index.html

人口などの基本統計、政治、経済通信、交通、軍事等の情報が載っている。

12. アメリカ議会図書館のホームページ（Country Studies）

http://lcweb2.loc.gov/frd/cs/

議会図書館らしく、歴史の記述は詳しい。経済、農業、工業などの情報も、ＣＩＡのFact

Bookより多く掲載されている。しかし、カバーされていない国がいくつかある。
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13. アメリカのエネルギー情報センターが出す情報サイト（E n e r g y  I n f o r m a t i o n

Administration）

http://www.eia.doe.gov/emeu/cabs/contents.html

経済概況や国概況の情報が得られる。エネルギー関連の情報が充実している。

14. アフリカ開発銀行（AFRICAN DEVELOPMENT BANK GROUP）

http://www.afdb.org/news/countries/basic-indic.html

アフリカ開発銀行のホームページであり、アフリカ諸国の基本統計が閲覧できる。

15. アフリカ開発銀行の Regional Member Countries Fact Sheets

http://www.afdb.org/news/countries.html

加盟国の国別基本情報や、アフリカ開発銀行が当該国でやっているプロジェクト情報を閲

覧できる。

16. 東方観光局

http://www.eastedge.com/

アジアを中心とした、各国事情の政治、経済、地勢、歴史などの情報が、日本語で読める。

（D） 統計などのデータベース

17. ＵＮＤＰの統計データベース（HUMAN DEVELOPMENT INDICATORS）

http://www.undp.org/hdro/indicators.html

Developing Countryの各種セクター項目を選択すれば、すべての途上国が入った統計デー

タが閲覧できる。

エクセルで作られているので、Internet Explorerをお使いの方は、自分のデスクトップに

エクセルのワークシートを用意すれば、カット＆ペーストでコピーができる。

しかし、きれいにコピーできるのは数値部分のみであり、項目名は、エクセルのなかで、整

理し直すこと。

18. ＦＡＯの農業統計]

（Food and Agriculture Organization of the United Nations）

（FAOSTAT AGRICULTURE DATA）

http://www.fao.org/WAICENT/FAOINFO/TCD/DEFAULT.HTM

http://apps.fao.org/cgi-bin/nph-db.pl?subset＝ agriculture
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ＦＡＯがもつ農業統計のデータベースにアクセスし、国別、品目別、年別のデータが取れ

る。

また、technical Cooperation Programmeや Special Programme Food Securityなどの情

報も取得できる。

19. 農林水産省の海外農業情報（海外農業情報）

http://www.maff.go.jp/soshiki/keizai/kokusai/kikaku/main.htm

各国の農業概況、世界の穀物需給動向や各国の農業関係のニュースが閲覧できる。

20. 各国の中央統計局などのリンク集（ＷＴＯ／ STATISTICS）

http://www.wto.org/wto/statis/national.htm

各国の中央統計局や統計を取りまとめている機関の Web Site集である。

21. ＵＮＩＣＥＦの統計ページ（ＵＮＩＣＥＦ Home Information Participation Organization

Activities）

http://www.unicef.org/statis/

地図で地域指定し、続いて国を選択すると、国民１人当たりのＧＮＰなどの基本情報のほ

か、死亡率、衛生事情などの状況を確認できる。

（E） 各国が出す旅行情報・トラベルアドバイス

22. アメリカの国務省が出す旅行情報

http://216.200.80.33/travel_warnings.html

23. カナダ外務省が出す旅行情報

http://www.dfait-maeci.gc.ca/travelreport/menu_e.htm

24. オーストラリア外務省が出す旅行情報

http://www.dfat.gov.au/consular/advice/advices_mnu.html

25. イギリス外務省が出す旅行情報

http://193.114.50.10/travel/countryadvice.asp
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（F） その他の国や地域に関連する役立つ情報サイト

26. 国際機関の Web Site（Web Sites in the UN System）

http://www.un.org/aroundworld/map/

国際機関の Web Siteが地図上に出ているサイトである。地図上の国際機関の名前をクリッ

クすれば、当該機関のホームページが開く。

27. 中央官庁の Web集（官公庁 Webserver）

http://www.kantei.go.jp/jp/server-j.html

中央官庁の Webサイトが集まった首相官邸の１ページである。

28. 世界の新聞（Online Newspapers.co）

http://www.webwombat.com.au/intercom/newsprs/index.htm

世界中の新聞社のホームページであり、ワシントンポストやインターナショナルヘラルド

トリビューンなどのホームページが閲覧できる。

29. ＣＮＮ（CNN.com）

http://cnn.com/

国や項目を指定して配信記事をカスタマイズすることが可能である。

30. 足立国際協力専門員のホームページ（Hayao Adachi's Homepage）

http://www.adachi.net/hayao/

31. アフリカ政策情報センター（ＡＰＩＣ：Africa Policy Information Center）

http://www.africapolicy.org/

Country-Specific News Links からＣＮＮやＢＢＣの当該国のニューストピッスにアク

セスできたり、Human Rightsや AIDSに関する文献や所在情報を知ることができる。

32. Embassy Avenue

http://embassy.kcom.ne.jp/

在日の各国大使館のホームページである。Embassy Avenueに参加している在日大使館から

提供された各国の文化、経済、観光などのオフィシャルな情報が閲覧できる。

また、Linksからは、国際機関や各国の商工会議所などへのリンクが張られている。

また、参加数は少ないが、次のサイトも大使館サイトの集まりとして利用できる。

http://www.ringring.or.jp/ringring/link/embassy.html
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33. アジアの国際機関、研究機関へのリンク

http://www.jri.co.jp/research/asia/links/

アジアの国際機関や研究機関へリンクするためのサイトである。

34. 地球の歩き方

http://www.arukikata.co.jp/gio/

援助関連情報はないが、現地事情などが日本語で手に入れられる。

35. 日本の自治体リンク集

http://www.nippon-net.ne.jp/japan.html

県や市のリンク集であり、最近は自治体との連携案件も増えている。自治体の情報収集に

活用できる。

36. 検索エンジン

http://www.sysnet.ne.jp/search.html

援助関係機関の Web Site情報とは違うが、検索エンジンのリストである。英語翻訳機能な

どのついた検索サイトもあるので、海外の WebSiteの検索に活用できる。

参考：英文サイトの検索エンジン（Google）

http://www.google.com/

海外のサイト検索に向いている。

37. 中南米新聞社のホームページ（中南米新聞）

http://www.chunambei.co.jp/

中南米新聞社は、日本で最初のラテンアメリカ総合専門紙で、中南米地域の専門メディア

として、様々な形態での情報を提供している。

38. ＡＰＥＣの関係国の経済関係の Webリンク集（Member Economy Websites）

http://www.apecsec.org.sg/member/memb_websites.html

アセアン各国の政府機関のホームページなどが閲覧できる。

39. アジア各国のホームページへのリンク集（aalaxv）

http://www.einet.net/galaxy/Community/World-Communities/Asia.html

各国のホームページへリンクできる。
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40. 海外地図（excite MAPS）

http://maps.excite.com/

http://www.mapfan.com/mfwtop.shtml









添付資料－３

営農実態調査のための調査票事例；
フィリピン国ボホール総合農業振興計画
原文（英語版）

































添付資料－３

営農実態調査のための調査票事例；
フィリピン国ボホール総合農業振興計画
（和文翻訳版）
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フィリピン国ボホール総合農業振興計画

Bohol Integrated Agriculture Promotion Project（BIAPP）, Philippines

Baseline Survey（基礎調査）調査票、1997

日付：

調査員：

開始時刻：

終了時刻：

Ⅰ．社会人口統計概略

1. 回答者：

住所：

年齢：　　　　　　　　　　性別：　　男　　女

学歴：　　　　　　　　　　農業経験（年）：

現所在地に：　　出生時から住んでいる　　移住　　　　　　　　　　から　移住した年

組織への所属

　現在所属している組織の名前　　　　　役割

2. 世帯データ

家族人数：

農業及びその他の職業
家族氏名 続柄 年齢 学歴① 農業専業

兼業（具体的に）
非農業 非農業収入

（具体的に） （１か月）

① G-1（小学校１年） HS-1（ハイスクール１年） C-1（大学１年）
G-2（小学校２年） HS-2（ハイスクール２年） C-2（大学２年）
G-3（小学校３年） HS-3（ハイスクール３年） C-3（大学３年）
G-4（小学校４年） HS-4（ハイスクール４年） C-4（大学４年）
G-5（小学校５年） HG（ハイスクール修了） CG（大学修了）
G-6（小学校６年） EG（小学校修了） OS（学歴の終了）
なし 最終学歴のあとに付けて下さい



- 52 -

3. 家屋　　建設材

屋根：

壁：

床：

4. 照明源／照明器具：

5. 飲料水の入手方�：

その所有： 個人所有　 　共同所有　 　その他（具体的に）

家からの距離（メートルまたはフィート）：

6. 調理用燃料：

7. 家計支出（1996）：

支　出　項　目 日　額 週　額 月　額 年　額
食費

日用品

衣類、靴

医療

教育及び関連支出

家具、建具類

電気機器

交通費

祝祭費用

行事等費用

趣味、レジャー等

寄付金

電気、水道代

家屋の保守管理費

その他雑費（具体的に）：

② 選択肢：
浅井戸（深さ 60フィート未満） 地表湧水
深井戸（深さ 60フィート以上） 湧水の貯水池
jetmatic ポンプ（地下浅井戸） 雨水の貯水タンク／集水装置
被圧井戸（地下深堀り井戸） 自治体の配水システム（水道管）
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8. 農業家計財産目録

品　　　目 数量 所有年数 所有形態 特記事項
家屋

家具（具体的に）：

1.テレビ

2.ステレオ／カラオケ機器

3.ＡＭ／ＦＭラジオ

4.ベータ／ＶＨＳビデオプレーヤー

5.ラジオカセットレコーダー

6.扇風機

7.冷蔵庫

8.ガスオーブン／調理器

9.木炭／電気アイロン

10.壁時計

11.その他（具体的に）

1.自転車

2.バイク

3.ジープ／乗用車／トラック

4.ミシン

5.四輪駆動トラクター

6.floating耕耘機（「タートル」）

7.木製／鉄製鋤

8.砕土機

9.噴霧器

10.機械／ペダル式脱穀機

11.脱穀送風機（「ブルホット」）

12.ペダル／手動送風機

13.輪転式／手動除草機

14.鎌

15.ボロ（大型ナイフ）

16.斧

17.とうみ

18.根掘り鍬（マタック）

19.小鍬

20.とうもろこし皮剥き機

21.田植機 transplanter

22.刈取機

23.米製粉機 rice mill（rubber type）

24.米製粉機 rice mill（cono）

25.落花生殻剥き機

26.かなてこ（"banble／ bara"）

27.臼と杵

28.木製米／とうもろこし製粉機

29.石製米／とうもろこし製粉機

30.その他（具体的に）
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Ⅱ . 農地の概略

1． 居住地面積：　m2

2． 農地面積：ＣＩＰ区域内　　ha　区域外　　ha

自　有　地 借　有　地 そ　の　他 賃　借　地
作　　物

面積（ha） 副作物 所有者名 面積（ha） 副作物
どんな

面積（ha） 副作物
使用料／

面積（ha） 副作物 賃借料
土地か 賃貸料

米（灌漑低地）

米（天水低地）

とうもろこし

キャッサバ

さつまいも

緑豆

落花生

ｕｂｉ

その他の陸性作物（具体的に）

野菜類（具体的に）

ココナツ

バナナ

マンゴ

その他の果樹類（具体的に）
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Ⅲ．農業経営

1. １米作

使用した材料 使役家畜、 期間（人力×時間・ 労働力（人数）

農　　作　　業 詳細
農業機械、

入手方⑤
日数、使役家畜× レート

名前③ 入手先④ 量 単価 農機具、 時間・日数、機械 （ペソ） 家庭内 雇用者 相互扶助

設備等 ×時間・日数）

使用品種（WS&DS1996）

種子選択（方法）

種子予措（方法）

浸種（時間）

　　（浸種場所）

種子培養（時間）

　　（培養場所）

苗床準備（苗床の種類）

　　（播種率 kg／ ha）

　　（1m2ごとの播種種子数）

　　（苗床施肥）

第一回耕起（播種後　　日）

第二回耕起

（第一回から　　日）

第三回耕起

（第二回から　　日）

第一回地ならし

（最終耕起から　　日）

第二回地ならし

（第一回から　　日）

levelling

（第二回地ならしから　　日）

水路の清掃（時期）

③肥料、農薬等（具体的に）
④入手先の具体的な名前や所在地
⑤選択肢：自有　　　賃借　　　借用（無料）　　　共有
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1. ２米作

使用した材料 使役家畜、 期間（人力×時間・ 労働力（人数）

農　　作　　業 詳細
農業機械、

入手方⑤
日数、使役家畜× レート

名前③ 入手先④ 量 単価 農機具、 時間・日数、機械 （ペソ） 家庭内 雇用者 相互扶助

設備等 ×時間・日数）

畝づくり（間隔）

　　（その方法）

uprooting seedlings （DAS）

田植え（方法）

　　（間隔）

　　（hillごとの苗数）

　　（田植えの深さ）

直播／散播

　　（播種量 kg／ ha）

第一回施肥（方法）

　　（苗令）

第二回施肥（方法）

　　（第一回から　　日）

第三回施肥（方）

　　（第二回から　　日）

除草（植えてから　　日）

病害虫防除（方法）

　　（どの生育段階で）

灌漑（方法）

収穫・脱穀（播種後　　日）

乾燥（回数）

袋詰め・貯蔵（貯蔵場所）

　　（kg・袋）

③肥料、農薬等（具体的に）
④入手先の具体的な名前や所在地
⑤選択肢：自有　　　賃借　　　借用（無料）　　　共有
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1. ３米作

a. 米作に関して起こった問題、労働力、病害虫等（深刻な順に）

1.

2.

3.

4.

b. （現在灌漑水が利用できる地域の農家の方のみ）

1. Of your has., how many paddies does it have?

旧田 新田

2. 灌漑水が利用可／不可な田はいくつありますか。

利用可 不可

3. 灌漑水が利用可能であった田では、水量は十分ですか。

十分 不十分

4. 水量が不十分であれば、それぞれの段階や作業の時にどのぐらいの頻度で不足してい

ましたか。（頻度は、実際の作物の数で数えて下さい）

常に（100％）　　　しばしば（50％以上）　　　時 （々50％以下）

土地準備

苗床準備

生育期

reproductive phase

出穂から半硬熟期

5. 灌漑水使用料はどのぐらいですか。kg

6. 灌漑水使用料を定期的に払っていますか。

常に　　　時々　　　払っていない

7. 水不足のために農地を広げられなかったということが今までにありましたか。

はい いいえ

回数

c. 過去２年間、米作を基本として農作物をどう作付けましたか。
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2. １陸生作物（　　　　　　　　）

使用した材料 使役家畜、 期間（人力×時間・ 労働力（人数）

農　　作　　業 詳細
農業機械、

入手方⑤
日数、使役家畜× レート

名前③ 入手先④ 量 単価 農機具、 時間・日数、機械 （ペソ） 家庭内 雇用者 相互扶助

設備等 ×時間・日数）
前回の農期での使用品種

種子選択（方法）

第一回耕起（時期・方法）

第二回耕起

（第一回から　　日）

第一回地ならし

（最終耕起から　　日）

第二回地ならし

（第一回から　　日）

溝づくり

（第二回地ならしから　日）

　　（溝間隔）

苗床の種類

植え付け／播種（畝間隔）

　　（hillの間隔）

　　（種子・苗数／ hill）

間引き（植え付けから　　日）

　　（間引き後の数）

第一回施肥（時期）

　　（方法）

第二回施肥（第一回から　　日）

　　（方法）

害虫防除（方法）

（生育のどの時期に行ったか）

off-barring

（植え付けから　　日後）

③肥料、農薬等（具体的に）
④入手先の具体的な名前や所在地
⑤選択肢：自有　　　賃借　　　借用（無料）　　　共有
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3. １野菜栽培（　　　　　　　）

使用した材料 使役家畜、 期間（人力×時間・ 労働力（人数）

農　　作　　業 詳細
農業機械、

入手方⑤
日数、使役家畜× レート

名前③ 入手先④ 量 単価 農機具、 時間・日数、機械 （ペソ） 家庭内 雇用者 相互扶助

設備等 ×時間・日数）

前回の農期での使用品種

種子選択（方法）

seed-box making (soil media used)

播種　（方法）

pricking（手順）

第一回耕起（時期・方法）

第二回耕起（第一回から　　日）

第三回耕起（第二回から　　日）

土地区画（一区画の大きさ／面積）

直播　（方法）

（間隔）

transplanting

（prickingから　　日）

　　（播種から　　日）

（苗の間隔）

第一回施肥（何を）

　　（方法）

第二回施肥（何を）

　　（方法）

第三回施肥（何を）

　　（方法）

③肥料、農薬等（具体的に）
④入手先の具体的な名前や所在地
⑤選択肢：自有　　　賃借　　　借用（無料）　　　共有
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3. ２野菜栽培（　　　　　　　）

使用した材料 使役家畜、 期間（人力×時間・ 労働力（人数）

農　　作　　業 詳細
農業機械、

入手方⑤
日数、使役家畜× レート

名前③ 入手先④ 量 単価 農機具、 時間・日数、機械 （ペソ） 家庭内 雇用者 相互扶助

設備等 ×時間・日数）

間引き（方法）

（植え付けから　　日）

マルチ（方法と時期）

側芽とり nipping（方法）

（植え付けから　　日）

剪定 pruning（方法

（植え付けから　　日）

棚／添木づくり（方法）

（植え付けから　　日）

hilling-up（方法／時期）

除草（頻度）

水やり（頻度）

病害虫防除（方法）

（頻度）

収穫（植え付けから　日）

（頻度）

③肥料、農薬等（具体的に）
④入手先の具体的な名前や所在地
⑤選択肢：自有　　　賃借　　　借用（無料）　　　共有

作物の育生管理に関して起こった問題、労働力、病害虫等（深刻な度合いの順に並べて下さい）

1.

2.

3.

4.
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Ⅳ . 生産物の利用

作付け面積
収穫量計⑥

売却量（cavans、kg等） そ　の　他

作　　物
（cavans、kg等） 売却作物の

売却の手配⑧ 販売経路 取引費用
DS WS DS WS DS WS 平均価格 形態⑦ 利用

量（単位）
1996 1996 1996 1996 1996 1996 ／単位 目的

米－灌漑低地 DS '96 WS '96

米－天水低地

米－陸稲

とうもろこし

キャッサバ

さつまいも

緑豆

落花生

Ubi

その他の陸生作物

野菜類

ココナツ

バナナ

マンゴー

その他の果樹：

⑥米からは２種類、陸生作物と野菜類からは最近のものを書いて下さい
⑦生、製粉、乾燥、粗粉、粒状等書いて下さい
⑧現金取引・自配送、現金取引・引き取りに来る、委託販売・自配送、委託販売・引き取りに来る等、書いて下さい
⑨輸送費、食費、労働者雇用・手間賃、市場使用料等を考えて下さい
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Ⅴ . 家畜の保有と生産（1996）

家畜の種類 頭　　数 飼育の目的
資材のコスト *

昨年の売却頭数
昨年の購入／

昨年の消費数
資　　材 数　　量 単　　価 獲得頭数

水牛（牝）

（牡）

牛　（牝）

（牡）

豚　（牝）

（牡）

山羊（牝）

（牡）

羊　（牝）

（牡）

鶏（原生種雌鶏）

（産卵鶏）

（ブロイラー）

シャモ

家鴨

七面鳥

その他

（具体的に）：

*飼料、ワクチン、薬品類、ビタミン、ロープ等

固定費用：

1. real property　固定資産税

2. 営業許可／税

3. その他（具体的に）
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Ⅵ . 訓練への参加（過去５年間）

講習・訓練 訓練の目的 行われた時期 行われた場所 実行期間

＊終了時には終了時間を記入して下さい。

換算表：（インチ・センチメートル）

1インチ ＝ 2.54cm

2 ＝ 5.08

3 ＝ 7.62

4 ＝ 10.16

5 ＝ 12.7

6 ＝ 15.24

7 ＝ 17.78

8 ＝ 20.32

9 ＝ 22.86

10 ＝ 25.4

ご協力ありがとうございました。





添付資料－４

営農実態調査のための調査票事例；
エル・サルヴァドル国農業技術開発普及強化計画
原文（スペイン語版）

















































添付資料－４

営農実態調査のための調査票事例；
エル・サルヴァドル国農業技術開発普及強化計画
（和文翻訳版）

















































添付資料－５

営農実態調査のための調査票事例；
ガーナ国灌漑小規模農業振興計画
原文（英語版）

























































添付資料－５

営農実態調査のための調査票事例；
ガーナ国灌漑小規模農業振興計画
（和文翻訳版）
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ガーナ国灌漑小規模農業振興計画

極　秘

農家番号：.........................

営　農　状　況　調　査

基準情報（Baseline Data）収集のための質問票

ＧＩＤＡ　小規模灌漑農業振興計画
（技術協力ＪＩＣＡ）
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インタビュー様式：世帯ごと

調査員氏名 ...................................... 調査日 ...........................

灌漑プロジェクト名：アシャイマン／オキイレコ 農家番号 .........................

１．基礎プロフィール

Ｑ１－１．農民氏名........................ 年齢 ..... 性別 .........................

氏族 .......................... 民族 .........................

配偶者の氏族 ..........................

宗教 .......................... 言語：方言 .........................

英語： ａ．非常に良い　　ｂ．良い　　ｃ．普通

Ｑ１－２．居住地／村名

地域 ............................ 農場からの距離 ...............（km）

農場への交通手段　　　ａ．自転車　　ｂ．徒歩　　ｃ．トラック

Ｑ１－３．あなたと同居している家族について下記の質問に答えて下さい。

名前 性別 年齢 続柄 婚姻 教育
職業 * 現金収入

（下記から選択） （農業外）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

*１．農業専業者　２．農作業補助者　３．農業＞農業外　４．農業外＞農業

メモ：
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２．土地所有、土地所有権と土地利用

Ｑ２－１．あなたの土地所有についてうかがいます。

土地所有のタイプ、所有制度

（1）所有のタイプ （2）所有制度
1）耕地面積 _______ エーカー

灌漑面積 _______ エーカー

天水面積 _______ エーカー

2）非耕地面積 _______ エーカー

3）借地

灌漑（耕地） _______ エーカー

天水（耕地） _______ エーカー

非耕地 _______ エーカー

　　計 _______ エーカー

（1）土地所有のタイプを選択して下さい。

ａ．個人所有地　　　ｂ．暫定所有地

ｃ．政府所有地　　　ｄ．家族所有地

ｅ．個人借用地　　　ｆ．暫定借用地

ｇ．政府借用地　　　ｈ．家族借用地

（2）土地所有制度

ａ．収穫分配（１．アブヌ　２．アブサ） ｂ．管理人（定額納入なし）

ｃ．現金定額納入 ｄ．現物定量納入

ｅ．その他（具体的に）....................
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Ｑ２－２．昨年（1997）のあなたの農場利用についてお訊ねします。

1） 灌漑農地について

灌漑作付面積
（当プロジェクトによる）

1997／雨期 1997／乾期
理由（1）

（エーカー） （エーカー）

単作

米

野菜（具体的に）

多毛作

米＋オクラ

米＋（　　　　　　）具体的に

（　　　　　）＋（　　　　　）

（　　　）＋（　　　）＋（　　　）具体的に

（　）＋（　）＋（　）＋（　）具体的に

2） 天水農地について

天水作付面積
1997／雨期 1997／乾期

理由（1）
（エーカー） （エーカー）

単作

米

キャッサバ

メイズ（トウモロコシ）

カウピー（ササゲ）

野菜（明記）

その他作物（明記）

多毛作

米＋オクラ

米＋（　　　　　）具体的に

（　　　　　）＋（　　　　　）

（　　　　）＋（　　　　）＋（　　　　）具体的に

（　　）＋（　　）＋（　　）＋（　　）具体的に

総計

（1）理由を選択して下さい

ａ．自給用作物　　　ｂ．収益性　　　　　ｃ．適地

ｄ．耕作しやすい　　ｅ．貯蔵しやすい　　ｆ．その他（具体的に）..............
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Ｑ２－３．もしあなたが両シーズン中、灌漑及び天水農地の全部は耕作しないとしたら、どんな

理由ですか。（それぞれのケースについて、次から２つ選んで下さい。）

1） 灌漑農地

雨期 乾期

ａ．灌漑設備使用料支払いを避けるため ａ．灌漑設備使用料支払いを避けるため

ｂ．労働力の不足 ｂ．労働力の不足

ｃ．天水農業になじんでいるから ｃ．天水農業になじんでいるから

ｄ．資本不足 ｄ．資本不足

ｅ．機械類の不足 ｅ．機械類の不足

ｆ．自給作物を育成しているため ｆ．自給作物を育成しているため

ｇ．農業外の仕事があるから ｇ．農業外の仕事があるから

ｈ．水不足 ｈ．水不足

ｉ．その他（具体的に） ｉ．その他（具体的に）

2） 天水農地

ａ．労働力の不足

ｂ．天水農業になじんでいるから

ｃ．資本不足

ｄ．機械類の不足

ｅ．自給作物を育成しているため

ｆ．農業外の仕事があるから

ｇ．その他（具体的に）

メモ：
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３．農業経営

農場での米の収量増加のため、制限要因を特定します

1997灌漑地 1997天水地
雨　期 乾　期 雨　期

Ｑ３－１ 作付けの開始はどんな要素で決定しますか。

（重要な順に２つ選んで下さい）

ａ．機械の利用可能性　ｂ．水の利用可能性　ｃ．資本入手可能性　ｄ．労働力利用可能性　ｅ．種子入手可能性　ｆ．その他（具体的に）

Ｑ３－２ 下記の空欄をうめて下さい。

耕作地面積 エーカー エーカー エーカー

１エーカー当たり収量 袋 袋 袋

総生産量 袋 袋 袋

売り上げ計 袋 袋 袋

自家用計 袋 袋 袋

一袋当たりの価格 ¢ ¢ ¢

総収入 ¢ ¢ ¢

Ｑ３－３ あなたが使用する米の種類について答えて下さい。

種類の名前

成育期 日 日 日

種子の出どころ

種子のコスト ¢ ¢ ¢

Ｑ３－４ その種類を使用している主な理由 *

*ａ．高収量　ｂ．渇水に対する抵抗力　ｃ．少ない肥料　ｄ．病害虫に対する抵抗力　ｅ．需要が高い　ｆ．倒伏への耐久性　ｇ．その他（具体的に）
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1997灌漑地 1997天水地
雨　期 乾　期 雨　期

Ｑ３－５ 種子の準備に関して

ａ．種子の選別をしますか。 はい　　　いいえ はい　　　いいえ はい　　　いいえ

ｂ．種子処理をしますか。 はい　　　いいえ はい　　　いいえ はい　　　いいえ

ｃ．播種前の発芽テストをしますか。 はい　　　いいえ はい　　　いいえ はい　　　いいえ

ｄ．播種前の浸種をしますか。 はい　　　いいえ はい　　　いいえ はい　　　いいえ

ｅ．１エーカー当たりの種子使用量 袋 袋 袋

ｆ．種子予措総コスト ¢ ¢ ¢

Ｑ３－６ 直播準備

ａ．平年の播種時期（月／日）

ｂ．Seed sprout（pre-germination） yes　　　no yes　　　no yes　　　no

Ｑ３－７ 移植のための苗床準備

ａ．平年の苗床準備完了時期（月／日）

ｂ．苗床準備の方法

（1）Wet-bedの播種率

（2）Dry-bedの播種率

ｃ．費用（現金）

Ｑ３－８ 土地準備

ａ．耕起（Ploughing）用具 *

　　　　　　　　　　回数 回 回 回

ｂ．地ならし（Hallowing）用具 *

　　　　　　　　　　回数 回 回 回

ｃ．Tilling用具 *

　　　　　　　　　　回数 回 回 回

ｄ．代かき（Pudding）用具 *

　　　　　　　　　　回数 回 回 回

ｅ．整地（Leveling）用具 *

　　　　　　　　　　回数 回 回 回

*用具の種類を選んで下さい：ａ．トラクター　ｂ．動力耕耘機　ｃ．農耕牛　ｄ．Manual board　ｅ．鍬　ｆ．その他（具体的に）
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1997灌漑地 1997天水地
雨　期 乾　期 雨　期

ｆ．機械を利用している場合の借用先

選んで下さい：ａ．ＩＤＣ　ｂ．個人所有者　ｃ．農民組合　ｄ．ＩＰＭ（ＦＡＯ）　ｅ．その他（具体的に）

ｇ．その機械の借用代金 ¢ ¢ ¢

h.その他、土地準備にかかったコスト（bund cutiing等） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－９ 直播について

ａ．発芽までの期間 日 日 日

ｂ．播種時の土の状態 ａ．湿っていた　ｂ．乾燥していた

ｃ．１エーカーごとの播種量 袋 袋 袋

ｄ．播種の方法

選んで下さい：ａ．散播　ｂ．畦播（Row）　ｃ．条播　ｄ．その他（具体的に）

ｅ．その方法を選んだ理由

選んで下さい：ａ．低コストだから　ｂ．収量が多いから　ｃ．簡単だから　ｄ．労働力不足のため　ｅ．除草しやすいため

ｆ．技術指導がなされたため　ｇ．その他（具体的に）

ｆ．播種後に灌漑水が田にもたらされた日数 日 日 日

ｇ．直播にかかった現金コスト（労働力の雇用等） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 10 移植について

ａ．移植時の苗令 日 日 日

ｂ．移植前に灌漑水が田にもたらされた日数 日 日 日

ｃ．灌漑水は植え付け時には排出されましたか はい　　　いいえ はい　　　いいえ はい　　　いいえ

ｄ．植え付けの間隔 cm× cm cm× cm cm× cm

ｅ．移植方法

選んで下さい：ａ．Square transplanting　ｂ．Line transplanting　ｃ．Random transplanting

ｆ．その方法を選んだ理由

選んで下さい：ａ．低コストだから　ｂ．収量が多いから　ｃ．簡単だから　ｄ．労働力不足のため　ｅ．除草しやすいため

ｆ．技術指導がなされたため　ｇ．その他（具体的に）
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1997灌漑地 1997天水地
雨　期 乾　期 雨　期

ｇ．移植後に灌漑水が田にもたらされた日数 日 日 日

ｈ．移植にかかった現金コスト（労働力の雇用、食費等） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 11 化学肥料の使用について

ａ．化学肥料の種類 *

ｂ．１エーカー当たりの使用量 袋 袋 袋 袋 袋 袋

ｃ．使用時期 直播あるいは移植後１回目 日 日 日

2回目 日 日 日

3回目 日 日 日

ｄ．化学肥料代 ¢ ¢ ¢

ｅ．その他化学肥料使用にかかる現金コスト（労働力雇用等） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 12 除草について

ａ．除草の方法

ａ．除草剤　ｂ．手で草取り　ｃ．除草はしない　ｄ．その他（具体的に）

ｂ．除草の頻度（回数） 回 回 回

ｃ．除草剤代 ¢ ¢ ¢

ｄ．除草剤使用にかかるコスト（労働力雇用等） ¢ ¢ ¢

ｅ．草取りにかかる労働力のコスト ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 13 噴霧（害虫／病気）について

ａ．害虫／病気の名前

ｂ．農薬／殺虫剤の名前

ｃ．噴霧の頻度 回 回 回

ｄ．これらの薬品代 ¢ ¢ ¢

ｅ．その他かかる現金コスト（労働力雇用等） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 14 ネズミに関する問題はありますか。 はい　　　いいえ はい　　　いいえ はい　　　いいえ

もしあれば、その対処法 **

**１．化学薬品使用 ２．化学薬品不使用（ａ．罠　ｂ．ネズミ狩り　　ｃ．その他《具体的に》）
*１．ＮＰＫ 15-15-15 ２．ＮＰＫ 20-20-0　　３．ＮＰＫ 23-15-5　　４．尿素　　５．流安（sulphate of amonium）
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1997灌漑地 1997天水地
雨　期 乾　期 雨　期

Ｑ３－ 15 鳥に関する問題はありますか。 はい　　　いいえ はい　　　いいえ はい　　　いいえ

害鳥を追い払うためのコスト ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 16 収穫方法はなんですか。

選んで下さい：ａ．手鎌／大鎌　ｂ．なた　ｃ．刈取機　ｄ．その他（具体的に）

ｂ．収穫にかかる費用（労働力、機械類などの費用等の合計） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 17 脱穀について

ａ．脱穀方法はなんですか。

選んで下さい：ａ．人力脱穀機（バンバン）　ｂ．脱穀棒／脱穀石　ｃ．脱穀機　ｄ．その他（具体的に）

ｂ．脱穀にかかる費用（労働力、機械類などの費用等の合計） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 18 乾燥について

ａ．籾の乾燥方法と期間

ａ．天日乾燥　ｂ．人工乾燥

ｂ．（天日の場合）その日数 日 日 日

ｃ．乾燥にかかる費用（労働力、機械類などの費用等の合計） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 19 穀物のより分けについて

ａ．乾燥後の籾のより分け方法

選んで下さい：ａ．人力 wind current　ｂ．とうみ機械（mechanical winnower）　ｃ．その他（具体的に）

ｂ．より分けにかかる期間 日 日 日

ｃ．より分けにかかる費用（労働力、機械類などの費用等の合計） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 20 輸送／運搬について

ａ．輸送方法　選んで下さい：ａ．人力　ｂ．家畜にひかせる荷車　ｃ．車両等の乗物

ｂ．輸送費用（労働力、機械類などの費用等の合計） ¢ ¢ ¢

Ｑ３－ 21 乾燥させた米の通常の貯蔵場所
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Ｑ３－ 22. あなたの住む地域での経験に基づいて、あなたが得られる水の量は年々どう変わって

いると思いますか。

ａ．増加している　　ｂ．減少している　　ｃ．変わらない　　ｄ．わからない

Ｑ３－ 23. 農場に通常どれくらいの割合で灌漑をしますか。

ａ．２週に１度　　ｂ．週に１度　　ｃ．週に２度　　ｄ．週に２度以上

Ｑ３－ 24. 米作においてあなたがより重要だと考える技術をあげて下さい。（重要なものを２つ選

んで下さい。）

ａ．種子選定　　ｂ．水管理　　ｃ．土地準備　　ｄ．肥料の使用　　ｅ．苗の成育

ｆ．耕作／栽培技術　　ｇ．土壌改善　　ｈ．決められない

Ｑ３－ 25. 米作面積を増加したいと思いますか。

ａ．増やしたい　　ｂ．減らしたい　　ｃ．現状維持　　ｄ．決められない

もし「増やしたい」ならば、その理由は何ですか。

ａ．より利潤性が高いから　　ｂ．より生産しやすいから

ｃ．より売却しやすいから　　ｄ．その他（具体的に）

栽培している野菜、その他の作物について下記の項目に答えて下さい。

作物名
灌　　漑 天　　水

オクラ （　　　　） （　　　　） （　　　　） （　　　　）

総生産

価格／ kg

総収入

種子

賃貸機械

作業用家畜

雇用者

肥料

除草剤

農薬

商品用（Qty）

自給用（Qty）

Ｑ３－ 26. 換金作物としてもっと野菜を植えたいと思いますか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ　　ｃ．決められない
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もし「はい」なら、野菜栽培面積を増やしたい理由はなんですか。

ａ．より利潤性が高いから　　ｂ．より生産しやすいから

ｃ．より売却しやすいから　　ｄ．その他（具体的に）

Ｑ３－ 27. 野菜のなかで最も収益が多いのは何だと考えますか。

メモ

4．農民の期待と指向

Ｑ４－１ . 自分の農場に投資する予定はありますか。

ａ．はい　ｂ．いいえ

もし「はい」なら、どんなタイプの投資をしようと考えていますか。

投資のタイプ 目　　的
資　　本　　源

自　　身 融　　資

1.

2.

Ｑ４－２ . あなたの家族のなかでは、誰が下記の事柄について決定しますか。

夫 妻 両　　方
ａ．作物の選定

ｂ．種の選定

ｃ．農業生産物の販売

ｄ．使用する投入物

ｅ．融資の獲得

ｆ．労働力雇用

ｇ．その他（明記）
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Ｑ４－３ . 本プロジェクトにおいては、以下のどの機械類の使用・管理形態が最も適当ですか。

ａ．個人管理　ｂ．農民グループによる管理　ｃ．農民組合による管理　ｄ．請負人

Ｑ４－４ . 今までに、予算計画／農業経営記録を書面化したことがありますか。または、現在書

面化していますか。または、書面化する予定はありますか。

ａ．はい、書面化したことがありました。 ｂ．はい、現在しています。

ｃ．はい、するつもりです。 ｄ．いいえ

メモ：

５．女性

Ｑ５－１ . 女性はどんな農業活動に参加していますか。

農作業 米 野菜 ヤムイモ キャッサバ メイズ
1.土地準備

2.植え付け／播種

3.除草

4.肥料使用

5.散布

6.収穫

7.運搬

8.加工処理

9.販売

10.その他（明記）

Ｑ５－２ . 農業収入の利用についてはだれが決定しますか。

ａ．夫　　ｂ．妻　　ｃ．両方　　ｄ．答えられない

Ｑ５－３ . 女性は家庭外で働いていますか。　　ａ．はい　　ｂ．いいえ

もし「はい」ならば、どんな種類の仕事ですか。.....................
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Ｑ５－４ . 彼女たちはその仕事（Ｑ５－３）から得た収入を夫に渡しますか。

ａ．常に渡す。　　ｂ．ときどき渡す。　　ｃ．全く渡さない。

Ｑ５－５ . あなたが普段それぞれの食事のために調理する主な材料を２つ選んで下さい。

食　事 主　食　（1） （1） ａ．メイズ ｂ．米
朝　食 ｃ．プランテーン ｄ．キャッサバ

昼　食 ｅ．ヤムイモ

夕　食 ｆ．その他（具体的に）

Ｑ５－６ . 作物の栽培割合はだれが決定しますか。

ａ．夫　　ｂ．妻　　ｃ．両方

Ｑ５－７ . 農業生産物の出荷先はだれが決定しますか。

ａ．夫　　ｂ．妻　　ｃ．両方

Ｑ５－８ . その生産物をいつ売るかだれが決定しますか。

ａ．夫　　ｂ．妻　　ｃ．両方

Ｑ５－９ . 主婦（女性）はどの作物を栽培していますか。

ａ．米　　ｂ．ヤムイモ　　ｃ．キャッサバ　　ｄ．メイズ　　ｅ．プランテーン

ｆ．芋類　　ｇ．野菜（具体的に）　　ｈ．なし　　ｉ．その他（具体的に）

.......................... .........................

Ｑ５－ 10. 主婦（女性）はどの作物に関して、処分したり、自身のための収入とする優先権を持っ

ていますか。

ａ．米　　ｂ．ヤムイモ　　ｃ．キャッサバ　　ｄ．メイズ　　ｅ．プランテーン

ｆ．芋類　　ｇ．野菜（具体的に）　　ｈ．なし　　ｉ．その他（具体的に）

.......................... .........................

メモ：
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６．農業取引

Ｑ６－１ . 販売用及び自家消費用の畜産物について下記の項目に答えて下さい。

生産物
販売量 販売価格 自給消費量 自給消費品代価 総価格
（kg） （¢） （kg） （¢） （¢）

牛　乳

卵

その他

計

Ｑ６－２ . あなたの家畜について下記の項目に答えて下さい。

種　　類
年　　頭 購　　入 販　　売 食　用

数 価格／頭 価格 数 価格／頭 価格 数 価格／頭 価格 数 価格

作業用牛

肉用牛

乳牛

山羊

豚

飼鳥類

その他

計
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Ｑ６－３ . 現金支出について下記の項目に答えて下さい。

品　　目 全作物について

農場用電気

石油と油脂

農場用燃料

飼料

小計

小工具

機械／備品修理

土地改良費

水田の灌漑、使用料

作物保険

土地賃貸料（小作料）

家畜購入（Ｑ６－２）

税

備品購入

建物修理

輸送費用

小　　計

合　　計

Ｑ６－４ . 農業資産について下記の項目に答えて下さい。

資産のタイプ 所有数 資産のタイプ 所有数
なた 耕耘機

鍬 電動噴霧機

鎌 背負い噴霧機

シャベル／手鋤 整地板

根掘り鍬 その他（具体的に）

つるはし

メモ：
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７．信用貸付と農作物の取引

Ｑ７－１．どこかから信用貸付を受けていますか。

ａ．はい　ｂ．いいえ

もし「はい」ならば、一番最近受けた融資について以下の表に記入して下さい。

融　資　元 借用目的 金　額 返済期間 年利率 副抵当 返済方法
銀行

協同組合

女商人 もし女商人からの貸付があれば、Ｑ７－３へ

知人／親戚

貸金業者

ＮＧＯ

その他（具体的に）

Ｑ７－２．あなたが信用貸しを得るとしたら、なぜその特定の貸し方から借りるのですか。

ａ．利用できる可能性が高い　　ｂ．借りるのが簡単　　ｃ．返済期間に余裕がある

ｄ．低金利　　ｅ．副抵当が不要　　ｆ．その他（具体的に）.....................

Ｑ７－３ . 女商人から融資を受けることがありますか。　　ａ．はい　　ｂ．いいえ

1） もし「はい」ならば、その女商人の名前を書いて下さい。

彼女から融資を受けるのには、保証人必要としますか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ

2） その女商人とのかかわりはどのぐらいの期間に及んでいますか。

ａ．１年未満　　ｂ．１年から５年　　ｃ．６年から 10年　　ｄ．10年以上

3） 今女商人からいくら融資を受けていますか。　　¢ .....................

4） 返済期間はどのぐらいですか。....................

5） 副抵当は必要ですか？　　ａ．はい　　ｂ．いいえ

もし「はい」ならば、それは何ですか。（具体的に）...............................
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6） 借入の目的は何ですか。

ａ．機械の賃借　　ｂ．投入物を手に入れるため　　ｃ．灌漑設備使用料

ｄ．労働力雇用（１．植え付けのため　　２．除草のため　　３．収穫のため

４．乾燥のため　　５．輸送のため）　　ｅ．その他（具体的に）.................

7） 返済方法は何ですか。

ａ．現金によって　　ｂ．物品によって

8） その融資の、付帯条件は何ですか。（出来高払い等）

.............................................................................

.............................................................................

9） 女商人は、あなたの農業活動にどれだけの重要性をもっていますか。

ａ．もしいなければ、農業を続けられない

ｂ．必要な時もあれば、そうでない時もある

ｃ．必ずしも必要ない

Ｑ７－４．あなたの農業生産物の売却先と場所を記入して下さい。

作　物 売却先（1） 場　所 そこまでの距離

（1）ａ．仲買人　　ｂ．他の農民　　ｃ．市場で売却　　ｄ．融資の抵当

ｅ．その他（具体的に）.....................

Ｑ７－５．あなたの生産物の売却を手配するのはだれですか。

ａ．自分で　　ｂ．配偶者　　ｃ．農民組合　　ｄ．知人

ｅ．農業訓練のスタッフ　　ｆ．その他（具体的に）.....................

メモ：
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８．地域活動

Ｑ８－１．あなたはどんな公的な／公的ではないグループに属していますか。

グループの名前 グループの活動目的 会の集まりの頻度
農民組織

宗教グループ

Asafo group

その他（具体的に）

Ｑ８－２．“スス族”のグループに属していますか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ

（1）もし「はい」ならば、そのグループのメンバーは何人いますか。...................

（2）“スス”グループのリーダーの名前は何ですか。..................................

（3）会費はいくらですか。 日に ......... ¢ 週に ......... ¢ 月に .........¢

（4）“スス”貯蓄にどのぐらいの期間参加していますか。

ａ．１年未満　　ｂ．１年から５年　　ｃ．６年から 10年　　ｄ．10年以上

（5）“スス”グループから最も最近得た資金の使用目的は何ですか。

ａ．農業活動（１．機械類のレンタル　　２．労働力雇用　　３．投入物の購入）

ｂ．教育費　　ｃ．医療・保健関連　　ｄ．社会活動（葬儀等）　　ｅ．農場への投資

ｆ．その他（具体的に）...........................................

Ｑ８－３．“ノボア族”グループに今まで属したことがありますか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ

1） もし「はい」ならば、そのグループのメンバーは何人ですか。.....................

2） あなたの“スス”？グループのリーダーの名前は何ですか。.......................
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3） その“ノボア”グループは、恒久的なものですか、一時的なものですか。

ａ．恒久的　　ｂ．一時的

4） その“ノボア”グループの活動に、どのぐらいの期間参加していますか。

ａ．１年未満　　ｂ．１年から５年　　ｃ．６年から 10年　　ｄ．10年以上

5） グループの一番主要な活動は何ですか？

ａ．土地準備　　ｂ．除草　　ｃ．植え付け　　ｄ．収穫　　ｅ．その他（具体的に）

メモ：

９．農業組合

Ｑ９－１．農業組合のメンバーですか。　　ａ．はい　　ｂ．いいえ

もし「はい」ならば、組合に加盟することによってどのような利益やサービスを受ける

ことができますか。

ａ．種子や肥料などの投入物の信用貸付が受けられる

ｂ．農産物を販売するときに手助けしてもらえる

ｃ．土地準備のための農業機械を使用することができる

ｄ．農業用水が利用できる

ｅ．行事等を手助けしてもらえる

ｆ．農産物を販売するときに価格や市場の情報を得ることができる

ｇ．そのほかの農業に関する情報を得ることができる（Provision of extension

information）

ｈ．特になし

Ｑ９－２．組織のミーティングにどれくらい参加することができますか。

ａ．毎回　　ｂ．ときどき　　ｃ．参加できない
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Ｑ９－３ . 最近下記の料金を払ったことがありますか。

料金の種類 全　額 一　部 払っていない
新規加入／登録費

資本金分担

定期的な会費

税金（levies）

灌漑設備使用料

その他（具体的に）

Ｑ９－４．組合の運営についてよく知らされていますか。

ａ．はい　ｂ．いいえ

もし「いいえ」ならば、どうしてですか

ａ．会合に定期的に参加していないから

ｂ．組合が定期的に活動について話し合う集会を開いていないから

ｃ．組合の幹部が活動について、他のメンバーにあまり知らせないから

ｄ．その他（具体的に）

Ｑ９－５．あなたの意見では、選出された幹部の任期はどのくらいであるべきですか。

ａ．１年間　　ｂ．２年間　　ｃ．３年間　　ｄ．４年間　　ｅ．４年間以上

Ｑ９－６．現在の幹部の功績についてはどのように評価しますか。

ａ．とても良い　　ｂ．良い　　ｃ．普通　　ｄ．いいとはいえない

Ｑ９－７．灌漑施設使用料はどのような形で払うのが望ましいですか。

ａ．現金で　　ｂ．現物

Ｑ９－８．Ｏ＆Ｍ活動に参加していますか。　　ａ．はい　　ｂ．いいえ

もし「はい」ならば、以下のどの活動にかかわっていますか。

ａ．主要な水路や側溝の維持管理

ｂ．細い水路や排水溝の維持管理

ｃ．配水設備の補修作業

ｄ．ポンプの補修作業

ｅ．その他（具体的に）
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Ｑ９－９．あなたは当プロジェクトで配水やスケジュール作成にかかわっていますか。

ａ．常にかかわっている　ｂ．時によってかかわっている　ｃ．かかわっていない

もしかかわっているのであれば、それはどのようにしてですか。

ａ．栽培期間前、期間中ともにプロジェクトスタッフと協議している

ｂ．プロジェクトスタッフが決定した内容を検討する

ｃ．プロジェクトスタッフが内容を決定後、通知する

ｄ．その他（具体的に）

Ｑ９－ 10. もし協同組合が生産物の取引に関係していれば、それはどのようなものですか。

ａ．市場で取り引きしている女性たちに生産物を買ってもらえるように手配する

ｂ．生産物の単価を決定する

ｃ．農家から生産物を買い上げ、利益がでるようにほかへ転売する

ｄ．生産物を集荷し、決まった市場に売却後、農家へ代金を支払う

ｅ．その他（具体的に）

Ｑ９－ 11. 円滑な組合運営を制約するものはなんですか。主なものを３つ選んで下さい。

ａ．組織内における強力なリーダーシップの欠如

ｂ．メンバーが組合活動に対して不熱心である

ｃ．組合員数が少ない（組合の規模が小さい）

ｄ．活動の基準となる会則規定がない

ｅ．組合幹部や組合員に対する訓練が不十分

ｆ．共同組合の考え方に対するメンバーの知識が不足している

ｇ．活動に対する財政支援がない

ｈ．専任のスタッフが不足している

ｉ．活動のための事務所の設備が不十分

ｊ．メンバーの組織の運営管理についての知識が不足している

メモ：
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10．教育（extension）と技術移転

Ｑ 10－１．あなたの担当の指導員（extension officer）を知っていますか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ

Ｑ 10－２．指導員はあなたの農場をどのぐらいの頻度で訪れますか。

指導員の所属 農期中の訪問回数 訪問の目的（1）
ＭＯＦＡ

ＧＩＤＡ

ＮＧＯ（具体的に）

その他

（1）選んで下さい

ａ．技術（具体的に） ｂ．投入物の供給

ｃ．信用貸し ｄ．市場取引

ｅ．灌漑 ｆ．その他（具体的に）....................

1） 技術を自分の農場に適用しましたか。　　ａ．はい　　ｂ．いいえ

2） もし「はい」ならば、具体的にどのような技術ですか。.........................

Ｑ 10－３．昨年何らかの訓練に参加しましたか。　　ａ．はい　　ｂ．いいえ

1） もし「はい」ならば、以下の表に記入して下さい。

目的 後援組織 期間 方法（1）

（1）　ａ．ディスカッション方式　　ｂ．実演形式　　ｃ．講義形式　　ｄ．その他（具体的に）

1） 昨年受けた訓練から自分の農場に技術を適用しましたか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ

2） もし「はい」ならば、具体的にどのような技術ですか。............................
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Ｑ 10－４．普段あなたはどこから農業に関する情報を得ますか。

ａ．指導員　　ｂ．親戚／知人　　ｃ．ラジオ　　ｄ．新聞／パンフレット

ｅ．その他（具体的に）.....................

Ｑ 10－５．昨年以来自分の農場の近隣で何らかの実演を見たことがありますか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ

1） もし「はい」ならば、それは何に関しての実演でしたか。

.............................................................................

2） その実演で習得したことを自分の農場に適用しましたか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ

メモ：

11．財産と健康に関する指標

Ｑ 11－１．以下の内、どのようなところに住んでいますか。

ａ．自分の持ち家　　ｂ．家族の持ち家　　ｃ．借地／借家

1） 部屋はいくつありますか。

2） もし借地や借家に住んでいれば、月ごとの賃貸料はいくらですか。

¢ .....................

Ｑ 11－２．どのタイプの家に住んでいますか。

ａ．わら（草）ぶき屋根の土造り ｂ．ブリキ／石綿屋根の土造り

ｃ．ブリキ／石綿屋根のセメント造り ｄ．わら（草）ぶき屋根のセメント造り

ｅ．その他（具体的に）................................
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Ｑ 11－３．あなたの家に電気は備え付けられていますか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ

もし「いいえ」ならば、灯りは何で得ていますか。

ａ．ロウソク　　ｂ．ランタン　　ｃ．ガス灯　　ｄ．アラジン型ランプ

ｆ．その他（具体的に）................................

Ｑ 11－４．水の供給源は何ですか。

ａ．川　　ｂ．池　　ｃ．井戸　　ｄ．導水パイプ　　ｅ．その他（具体的に）

Ｑ 11－５．家にトイレはありますか。

ａ．はい　　ｂ．いいえ

もし「はい」ならば、どのタイプのトイレですか。

ａ．移動式（removable） ｂ．穴トイレ（pit toilet）　　ｃ．ＫＶＩＰ

ｄ．水洗式 ｅ．その他（具体的に）

Ｑ 11－６．料理は家のどこでしていますか。

ａ．屋外で　　ｂ．自宅の台所　　ｃ．共用の台所

ｄ．その他（具体的に）................................

Ｑ 11－７．料理のためのエネルギー源は何ですか。

ａ．ガス　　ｂ．薪　　ｃ．電気　　ｄ．木炭　　ｅ．灯油

ｆ．その他（具体的に）................................

Ｑ 11－８．以下のものがありますか。

品　物 数　量 品　物 数　量 品　物 数　量
テレビ 自転車 車・トラック

ラジオ コールポット 扇風機

電気・ガス調理器 バイク 家具

ミシン ラジカセ 壁掛け時計

冷蔵庫 ベッド
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Ｑ 11－９．昨年のあなたのご家族の健康について下記の項目に答えて下さい。

続　　柄 原　　因　（1） 罹患の期間
自分

妻

息子

娘

その他（具体的に）

（1）ａ．マラリア　　ｂ．ビルハルツ住血吸虫　　ｃ．フィラリア症

ｄ．ギニア虫　　ｅ．糸状虫症（オンコセルカ症）

ｆ．その他の水に関する／水に起因する病気（具体的に）.........................

メモ：
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